
令和５年度 旭市後期高齢者医療特別会計予算の概要 

 

１．予算規模 

令和５年度当初予算額    ８１０，０００千円 

令和４年度当初予算額    ７８５，０００千円 

    比    較       ２５，０００千円（３．２％増） 

 

  歳入は、昨年に引き続き団塊の世代が後期高齢者医療に加入するため、被保険者数の増加に  

伴う保険料の増を見込み予算編成した。 

  歳出は、被保険者の増加や後期高齢者医療システム改修に伴う事務費や保健事業費の増に伴い、

予算総額で対前年度比 3.2％の増を見込んだ。 

  なお、令和５年度の平均被保険者数は、10,457人、97人の増を見込んだ。 

 

２．歳  入 

（１） 保険料は、569,219千円で、対前年度 11,815千円、2.1％の増を見込んだ。  

内訳は、現年度分特別徴収保険料 382,210 千円、現年度分普通徴収保険料 184,725 千円、   

滞納繰越分普通徴収保険料 2,284千円を計上した。 

（２） 繰入金は、201,463千円で、対前年度 9,608千円、5.0％の増を見込んだ。 

内訳は、一般会計からの事務費繰入金 20,547 千円、保険基盤安定繰入金 180,916 千円を   

計上した。 

（３） 繰越金は、5,000千円を見込んだ。 

（４） 諸収入は、34,318千円で、対前年度 3,577千円、11.6％の増を見込んだ。 

    

３．歳  出 

（１） 総務費は、22,084千円で、対前年度 4,699千円、27.0％の増を見込んだ。 

内訳は、総務管理費 18,814千円、徴収費 3,270千円を計上した。 

（２） 広域連合納付金は、750,135千円で、対前年度 16,930千円、2.3％の増を見込んだ。 

内訳は、保険基盤安定拠出金 180,916千円、保険料納付金 569,219千円を計上した。  

（３） 保健事業費は、30,895千円で、対前年度 3,515千円、12.8％の増を見込んだ。 

（４） その他の支出は、諸支出金 1,886千円、予備費 5,000千円を見込んだ。 
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予算額 予算額 増減額

1 保 険 料 569,219 70.3 % 557,404 71.0 % 11,815 2.1 %

2 繰 入 金 201,463 24.9 % 191,855 24.5 % 9,608 5.0 %

3 繰 越 金 5,000 0.6 % 5,000 0.6 % 0 0.0 %

4 諸 収 入 34,318 4.2 % 30,741 3.9 % 3,577 11.6 %

810,000 100.0 % 785,000 100.0 % 25,000 3.2 %

予算額 予算額 増減額

1 総 務 費 22,084 2.7 % 17,385 2.2 % 4,699 27.0 %

2 広 域 連 合 納 付 金 750,135 92.6 % 733,205 93.4 % 16,930 2.3 %

3 保 健 事 業 費 30,895 3.8 % 27,380 3.5 % 3,515 12.8 %

4 諸 支 出 金 1,886 0.3 % 2,030 0.3 % △ 144 △ 7.1 %

5 予 備 費 5,000 0.6 % 5,000 0.6 % 0 0.0 %

810,000 100.0 % 785,000 100.0 % 25,000 3.2 %

令和４年度

　　　　（単位：千円）
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令和５年度　旭市後期高齢者医療特別会計予算

１．歳　入 　　　　（単位：千円）
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  ２．歳　出
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